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0「 懐疑主義」
懐疑主義 とは、如何 な る領域 の知識 を も疑 う原理 的態度 と言 い表す ことができよう。一般 に、
如何 な る知識 も様 々な仕方で疑 った後 に得 られた ものである。人間の探求 は、疑 いを もって終
る こともあろ うし、 また、疑 わなければ誤 った結論 に陥 る ことにもな る。哲学上 の立場 として
の懐疑主義 も、様 々な分野 において提出 され る主張 を疑 うという点で は本質 的 に同 じで あ る。
懐疑論者 たちは、 そ うした諸 々の主 張が」体何 に基づ いて いるのか、或いは何を保証す るのか、
を問い質す ことを通 じて、それ らの主張 の妥 当性、信頼性 に対 して異議を唱えてきた。彼 らは、
世界 を解釈す る様 々な理論 に関 して、 それ らが疑問の余地無 く、 つ まり、必然的 に真で あるか
ど うか を疑 い、 申 し立て られ た個々の仮説 の根拠の正当性を問題 として きた ので あ る。 実 際、
誰 で も、何かが主張 されれば、 それ に対 し懐疑的 とな る。 だが、懐疑論者 たちは、直接 に経験
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され る事 柄を越 えた、 いかな る知識 に対 して も疑 問を提起す るのである。ギ リシャ語 のs勉p謡
ん08は もともと 「見渡す、吟味す る、 よ く考 え る(人)」 、 っ ま り、 「既存 の知 識 に満足 せ ず、
更 に真実 を求 め続 け る(人)」 とい う意 味である。
0.1西 洋哲学史 におけ る懐疑主義
古 来 よ り懐疑論者 たちは、哲学者、科学者、神学者 などの教理的論題を論破 しようと議論 を
展開 して きた。様 々な教義的主張 に対 す る懐疑論者 たちのそ うした議論 こそは、西洋 哲学の流
れの中で なされた諸 々の問題提起 の形成 に、 また、解決 の形成 に重要 な役 割 を果 た して きた。
始 あに、哲学 や学問 の発展 に伴 って、それまで考 え られていた基本的世 界観 に対 す る疑 いが生
じて きた。懐疑論者 たちは、古代 においては、 プ ラ トン、 ア リス トテ レスの学説、 ス トア学派
の哲学 に対 して異議 を唱え、 またル ネ ッサ ンス期 では、 その対象 はスコラ哲学 や カル ビン主義
などで あ った。 デカル ト以降 は、デ カル ト哲学 と、新 しい科学を正 当化 す る諸思想 が攻撃対象
とな った。 その後 は、 カ ン ト哲学、次 いで、 ヘーゲル哲学 に対 して、懐疑 の矛先が向けられた。
'懐 疑論者 たちの これ らの批判 は
、 何れ も、難点解決へ向 けての さ らに新 たな試 みへ と連 な るこ
ととな った。言 ってみれば、西洋哲学 の諸思想 が達成 した卓越 した地位 は、 その懐疑 的精神 に
根差 した探求 によ って もた らされたのであ る。懐疑主 義 は、西洋 において は、 もはやあ らゆ る
知的活動 の営為 を極度 に知的な方 法を用 いて疑 お うとす る反知 的態度 であ るとは見 なされてい
ない。懐疑論者 たちは、古来一貫 して、疑 い、かっ、極 度 に知 的な方法 によ って、確 固 とした
知識 を確立す る ことに努 めて きたのである。
確か に、懐疑主義そ の もの は、哲学 の破綻、終焉 と見な され ることが多 い。 とい うの も、 も
し懐疑論 者 たちの言 って いることが正 しく、正統 的思想 が間違 っているな らば、哲 学 は、真理
や知識 を追求す る他 の あ らゆ る人 間の営為同様、成 り立たなくな って しま うか らである。 ルネ ッ
サ ンス以降20世 紀 に至 る現代西洋哲学 の展開の中で、 ヨー ロッパ にお いて は、懐 疑主義者 た ち
は人 々の理解を変 えて きた。懐疑主義が反知性的態度 であ り、 あ らゆる知的活動 の営為を、極
度 に知 的な方法 ・手段 に頼 って財 ある ものであ ると考 える ことは、 もはや出来 ない。懐疑主義
は、哲学 や学 問を死 に至 らしめる毒薬 どころか、逆 に現代哲学 の発展を背後 で促進 した推進力
の一つ であ ると、我 々は評価す るよ うにな ったので ある。哲学 の発展 の多 くは、懐疑主義者 た
ちが もた らした危機 と、 それへの対処 に帰す る ことがで きる。 更 にまた、 ヒュームが後世 まで
与 え続 けた影響 は、懐疑主義を現代思想界 のあ らゆ る潮流 一プラグマテ ィズムや実証主義か ら
分析哲学、実存主義、科学哲学 に至 るまで 一の根底 に根付 かせ ることとな ったので ある。
0.2イ ン ド思想史 にお ける懐疑主義
ヨーロ ッパ にお ける場合 と異 な り、 イ ン ド思想 史においては、懐疑論 は独立 した教説 と して
十分 に発達 す るには至 らなか った。周知の ように、 イ ン ドの哲学者 はいずれかの特定の学派 に
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属 して い る。 例 え ば、 仏 教 哲 学 者 は仏 教 に、 ヴ ェー ダー ン タの哲 学 者 は ヴ ェーダ ー ンタ学派 に、
ニ ヤ ー ヤ の哲 学 者 は ニ ヤ ー ヤ学 派 に、 チ ャール ヴ ァー カ た ち は いわ ゆ る唯物論 の学 派 に属 す る、
と い った具 合 で あ る。 イ ン ド思 想 史 にお け る懐 疑 主 義 は、 そ の よ うな 意 味 で の、 哲 学 上 の教 理
と して の独 立 した立 場 を持 って い な い。無 論 、個 々の懐 疑論者 は存 在す るが、彼 等 は皆、 ヴ ェー
ダー ン タ学 派 に属 す る懐 疑 論 者 、 仏 教 中 観 派 の懐 疑 論 者 、 チ ャー ル ヴ ァー カあ るい は ロー カ ー
ヤ タ(順 世 派)で あ る懐 疑 論 者 、 と い う風 に、各 々特 定 の学 派 に属 して い るの で あ って、 懐 疑
論 とい う一 つ の学 派 を形 成 して い る わ けで はな い。 さ らに、 イ ン ド思 想 史 中 の懐 疑 論 につ い て
は、 未 だ体 系 的 に研 究 され て お らず 、 個別 的 ・相 対 的 段 階 の研 究 に止 ま って い る。 例 え ば 、 龍
樹(ナ ー カ ー ル ジュ ナ)の 懐 疑 論 は他 の思 想 家 た ち の そ れ よ り比 較 的 よ く研究 され て い る、 と
い った具 合 で あ る。 この よ うな事 情 か ら、 イ ン ド思 想 史 中 の懐 疑 論 的 思 想 に は、 依 然 と して未
知 の部 分 が多 い のが 現 状 で あ る。
1ジ ャ ヤ ラ ー シ 、 ジ ャ ヤ ラ ー シ と チ ャ ー ル ヴ ァ ー カ 学 派
z
こ こに取 り上 げ る ジ ャヤ ラー シ(Jayar蕊i)は 、 その著 作 『タ ッ トヴ ァ ・ウパ プ ラヴ ァ ・ズ ィ
ンハ』(7α 伽op卯Zαoα8∠ 肌んα 「真 理 を押 し流 す 獅 子(ラ イ オ ンの よ うに 勇 敢 に、 各 学 派 の 唱 え
る原 理 を押 し流 して し ま う書)」;以 下:7αS)の 校 訂 者 た ち が仮 定 す る よ うに、8世 紀 頃 の人
と考 え られ る。 イ ン ド思 想 界 に お け る彼 の 独 特 の立 場 ゆ え に、 イ ン ドの 懐 疑 論者 た ちの 中 で も
傑 出 した思 想 家 で あ った。 彼 が 何 らか の 学 派、 特 に 唯物 主 義 の チ ャール ヴ ァー カ学 派 に属 して
い た か ど うか に つ い て は議 論 が あ り、 未 だ結 論 は出 て い な い。77σSの 校 訂 者 た ち は、 彼 が 上
記 の学 派 に属 して い た とす るが、DebiprasadChat七 〇paddhyaya,K.K.Dixi七,WalterRubenの
よ うに、 チ ャール ヴ ァ ー カ学 派 に属 さ な い、 独 立 した懐 疑 主 義 の思 想 家 で あ る と主 張 す る人 た
ち もい る。 後 者 に依 れ ば、 ジ ャヤ ラー シ と伝 統 的 な チ ャー ル ヴ ァー カ学 派 との間 に は根 本 的 な
相 違 が あ り、 例 え ば チ ャー ル ヴ ァー カ学 派 が 、 推論 そ の他 は正 しい認 識手段 と して認 め な いが、
直 接 知 覚 だ け は承 認 す るの に対 し、 ジ ャヤ ラー シ はそ もそ も、 直接 知 覚、推 論 な ど一 切 の判 断、
認 識 を正 しい認識 手 段 と して認 め て い な い、 と解 釈 して い る。 ま た、 チ ャー ル ヴ ァー カ学 派 の
目的 が 、 唯 心 論 や所 謂 バ ラモ ン教 的思 想 を論 破 す る こ とに あ った の に対 して、 ジ ャヤ ラー シは、
真 理 と誤 っ た認 識 とを分 け る判 断基 準 の探 求 を 目的 と して い た とい う。 これ らの意見 に対 して、
SukhlaljiSanghaviやRasiklalC.Parikhら グσSの 校訂 者 た ちは、 ジ ャヤ ラー シが チ ャール ヴ ァー
カ学 派 に属 して いた と捉 え、 根 拠 と して以 下 の二 点 を挙 げ る。
1.ジ ャヤ ラ ー シ は 自著 の 中 で 、 チ ャー ル ヴ ァ ー カ学 派 の 開 祖 と さ れ る ブ リハ ス パ テ イ
(Brhaspati)に 言 及 し、 彼 の こ と をDevaguru「 神 々 の 師 匠 、 最 高 の 師 」 と 呼 ん で い
る。
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2.5世 紀 頃 の ヴ ェー ダー ン タ学 者Srfharsaが 、 そ の著 書 翫 侃4α πα一陥 απdα一協 αdyα肌 に
お い て 伝 え る と こ ろに よ る と、 チ ャー ル ヴ ァー カ学 派 の 中 に は、 直 接 知 覚 さ え も正 しい認
識 手 段 と して認 め な い グル ー プが あ った。
上 記 の校 訂 者 らは、 この2.に 挙 げ た グ ル ー プに ジ ャヤ ラー シが所 属 して い た と主 張 して い
る。 しか しな が ら、 チ ャー ル ヴ ァー カ学 派 の 中 に、 この よ うな、 直 接 知 覚 を 正 しい認 識 手 段 と
して認 め な い グル ー プが い た と結 論 付 け る為 に は、 十 分 な論 拠 が挙 げ られて い る と は言 いが た
1
い点 が あ る。 また、 ブ リハ スパ テ ィの名前 に言 及 されて い るか らとい って、 ジ ャヤ ラー シがチ ャー
ル ヴ ァー カ学 派 に所 属 して い た とい う証 に はな らな い。 な ぜ な ら、 ジ ャヤ ラー シ の思 想 上 の立
場 は ブ リハ スパ テ ィの教 義 を確 立 す る こ とを 目指 す ので は な く、 ブ リハ スパ テ ィが達 成 しな か っ
た もの にっ い て 、 これ を 打 ち建 て よ うとす る もの だ か らで あ る。 いず れ に して も、 この問 題 に
は未 だ多 くの 議 論 の余 地 が あ り、 今 後 の よ り包括 的 な研 究 を待 た な けれ ば な らな い。
2ジ ャヤ ラー シの諸 学派 批 判:『 タ ッ トヴ ァ ・ウ パ プ ラ ヴ ァ ・ス ィンハ』 の 内 容
ジ ャヤ ラー シ は、 イ ン ド思 想 史 上 に お け る秀 で た懐 疑 論 者 で あ るに も拘 らず 、 彼 にっ いて の
研 究 は十 分 に為 され て い る と は言 いが た い。 本稿 で は、70Sの テ ク ス トの 中 、 ニ ヤ ー ヤ学 派
の推 論 に対 す る反 論 を扱 った第7章(pp.64-74)を 基 に、 懐 疑 論 者 と して の ジ ャヤ ラ ー シ に
焦 点 を 当 て 、 彼 の ニ ヤ ー ヤ学 派 の推 論 に対 す る反 論 を取 り扱 う。
ジ ャヤ ラー シ は、 正 しい認 識 手 段 と い う もの を全 て論 破 しよ う とす る際 に、詳 細 且 つ 批判 的
な方 法 論 を 用 いた と言 え よ う。 実 際 、7ひS全 体 を分 析 して み る な らば、 彼 が ど の よ う に 、 真
理 と誤 った認 識 とを峻 別 す る判 断 基 準 に対 し、 批 判 的吟 味 をお こ な った か と い う こ とが分 か る
で あ ろ う。 正 しい認 識 に っ い て の彼 の 見 解 に よ れ ば 、 知 覚 対 象 の持 つ 体 系 は正 しい 認 識 手 段
(prα肌αη賜)の 体 系 に依 存 し、 そ して この正 しい認 識手 段 は、 現 実 に 適 合 して い な け れ ば な ら
な い。 よ って、 我 々 は現 実 にっ いて 云 々言 うよ り も、 まず 、 何 らか の正 しい認 識 手 段 が あ るか
ど うか を吟 味 しな けれ ば な らな い。 しか し、 ジ ャヤ ラー シ に よ る と、 正 しい認 識 手 段 とい う も
の を確 立 す る こ とは不 可 能 で あ る。 この テ ー ゼ を証 明す る ため に も、 彼 は様 々 な学 派 に よ る正
しい認 識 手 段 を巡 る理 論 を検討 して い る。 まず 最 初 に、 ニヤ ー ヤ学 派 の 直接 知 覚 の理 論 を検 討
し、 ニ ヤ ー ヤ学 派 の直 接 知 覚 の 理論 は正 しい認 識 手 段 と して ふ さわ し くな い と結論 す る(pp.2-
22)。 次 に、 ミーマ ー ンサ ー学 派 と仏 教 とを取 り上 げ、 これ らの 直 接 知 覚 の理 論 に 対 して批 判
を お こな い(pp.32-58)、 続 け て、 サ ー ンキ ャ学 派 の理 論 に も異 議 を唱 え て い る(pp.61-64)。
次 に、 再 び ニ ヤ ー ヤ学 派 に戻 って、 そ の推 論 に関 す る理 論 を攻 撃 す る(pp。74-83)。 ニ ヤ ー ヤ
学 派 の推 論 の 検討 を通 して、 霊 魂 にっ いて の様 々 な思 想 を吟 味す る のが 適 当 で あ る と考 え る に
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至 め、 ニ ヤ ー ヤ学 派 、ジ ャ イナ教 、.ミ ー マ ー ンサ ー学 派、 サ ー ンキ ヤ学 派 、 ヴ ェ ー ダ ー ン タ学
派 の霊 魂 説 を考 察 して 、 霊 魂 は推論 の対 象 に はな らな い と い う結 論 を 導 き 出 す(PP。74-83)。
諸 学 派 の霊 魂 を巡 る諸 理 論 を論 駁 した 後、 彼 は、 再 び、 推 論 に関 す る仏 教 の理 論 に立 ち返 る;
そ こで は・ 自性 推 論(8び αうん∂刀あLωηz己πα)を も含 あて 扱 わ れ る(PP.82-109)。 しか る後 、 ミー
マ ー ンサ ー学 派 の論 理 上 の要 請(αr疏 ⑳ α翻 、 ニ ヤ ーヤ学 派 の類 比(ゆ α肌動 α)、 ミー マ ー ン
サ ー学 派 の非 知 覚(α わん動α 「非 存 在」)が 取 り上 げ られ る(PP.110-113)。 そ め 後 、 仏 教 の伝
承(α 読ん:yα)と 可 能 性(sα 肌うんαoα)の 概 念 に反 論 し、 こ れ らの概 念 は、 そ れ ぞ れ、 言 説 知
(sαう(1α)と 推 論 の下 に含 め る こ とが 出来 る と言 う。708の 最 終 章 で は 、 認 識 手 段 と して の言
説 知 の妥 当 性(8α う4α一pr㎝zα砂 α)が 考 察 され るが 、 これ も斥 け られ る(pp.113-125)。 こ こ
で は、 ま た、 文 法 学 派 の理 論 も合 せ て 吟 味 され て い る(pp.120-123)。 これ らの 詳 細 な 批 判 的
考 察 を受 け て、 ジ ャヤ ラー シは その 著 作 「真理 を押 し流 す獅 子 」 を次 の よ うに締 め く く って い
る:鰯 ω α〃Lゆ(ゆ 伽 ε5ひθびαオα孟ωε錫 α・呂c嬬 αrα肌αψ ⑳sαrび εびツαひαん磁9ん αξ磁 α`古乙
yeッd亡伽 αん`90Cα 撒Sμrα9召roんb認4んerひ`ん αlpddr4んdん,pr⑳yα 兀乙επα畷 むeや`ツαむrα
己
ひ`1παzεP魏 んαη4αdα7Pαcoん雌.
わんαξξα動 αッα而 ε4θびα9ω励 んの8幅 ・肌αんδrむん・吻 ψ,雄 ひ・P昭 α・α86那んαωα漉 ッψ ・
.物 δ吻Pαr⑳ 廊yα 孟乙
P己んα醐 αんんαπ4απ訪 切 πdノπ伽04αdん ㈱ αr醐ん擁 ん,ブαッαrαsθrノαッα漉 んαひ`んα顔
び(Σ(痴ノ`8παびαん。(7こ刀3,p.125,L11-18)
そ こで 、 この よ うに、 諸 々の 原 理(各 学 派 の唱 え る直 接 知 覚 、推 論 な ど にっ い ての諸 理 論)
が ま さ し く押 し流 さ れ て しま った 訳 で あ るか ら、 あ らゆ る 日常 の活動 行 為(思 考 、 発 話 、
行 為)は 、 た め らい な く楽 しん で か まわ な い もの と是 認 され る、 と言 わ れ る。 神 々 の 師
(Brhaspati).で さ え、[そ の]理 解 の対 象 領 域 と して は走 破 す る こ と の な か っ た 、 堅 固 な
疑 念 の諸 点 、 そ れ らに さ え も、 到 達 で き るで は な いか 、[こ の]汚 点 の 無 い 、 異 端 論 者 た
ち の驕 りを破 砕 す る[著 作]に お いて、BhattaSriJayar語iと い う[神 々 に も比 す べ き]
最 高 の 師 匠殿 に よ って、 偉 大 な 目的成 就 が創 り出 され たの で あ るか ら、 「これ が 『諸 原 理
を押 し流 す ライ オ ン』 で あ る」 と[言 わ れ て]、 最高 の名 声 に到 達 す るで あ ろ う と ころ の。
認 識 の海 か ら生 え 出 て成 長 した、 異 端論 者 た ち を切 り刻 む 神 通 力 を もつ 、論 者 た ち に勝 利
す る、 ゐ:yαr誘 εの[こ の諸]吟 味 は、『この世 に お い て、 勝 利 す る。
3本 論
3.1正 しい認 識 手 段 につ いて
ジ ャヤ ラー シは問 題 を提 起 す る:「 我 々 は、 如 何 に して正 しい認 識 と誤 った認 識 とを 区別 す
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る こ とが で き るの か?我 々 に は、 正 しい認 識 と誤 った認 識 とを判 別 出来 る よ うな 真 理 基 準 が
あ る の だ ろ うか?も しそ うな ら、一 体 正 しい真 理 基 準 と は、 ま た誤 った認識 とは、 そ れぞれ、
如 何 な る もの か?」 と。
「我 々 は如 何 に して何 か を認 識 す る こ とが 出来 る の だ ろ うか 」 と い う問 い に対 して は、 イ ン
ドの哲 学 者 た ち は異 口同 音 に 「正 しい認 識 手 段(prα 肌勿 α)を 持 つ こ と に よ って」 と答 え て い
る。 しか し、 この答 え は殆 ど トー トロ ジー で あ る。 哲 学 者 た ちの 中 で、 この言 明 の意 味 す る中
味 を 全 く同 様 に理 解 して い る人 た ち はい な い で あ ろ う。 に も拘 らず、 この言 明 こそ は、 イ ン ド
の 認 識 論 に お い て重 要 な役 割 を 果 た して い る。 イ ン ド思 想 に様 々 な認 識 論 に関 す る定 義 や性 格
付 けを 生 み 出 し、 認 識論 の多 様 化 を もた ら したの は、 ま さ に この 「正 しい認 識 手 段 と は?」 と
い う問 いを め ぐって で あ った。 認 識 の正 しさが 議論 され る時 は、 一 般 に、prα 肌伽 α(正 しい認
識 手 段)と い う言 葉 が 用 い られ る。 この言 葉 は 「正 しい認 識 を もた らす手 段 ・方 法 」 と説 明 さ
れ る こ とが あ るが、 実 際 に は 「正 しい認 識 手 段 に よ って 得 られ る もの ・こ と」 の意 で あ る。 こ
の言 葉 は、(正 しい)認 識 手 段 自体 に使 わ れ るよ りは、 む しろ、 そ う した(正 しい)認 識 手 段
(P「α肌α亭α)に よ って得 られ た認 識 内容 そ の もの にっ い て用 い られ 、 議 論 さ れ て い る か らで あ
る。 さ らに、 正 しさ(validi七y)と 真 理 性(truthfulness)と は、 同 一 平 面 上 の事 柄 を 指 し示 す
概 念 で はな い。 後 者 の指 す と ころ は前 者 の そ れ の 中 に包 含 さ れ、 ま た、 正 しさ に は、 更 な る条
件 が含 まれ る こ と もあ る。 例 え ば正 しい認 識手 段 に は、 対 象 の理 解 に お け る原 因 と い うあ り方
が 求 め られ る こ と もあ るので あ る。
正 しい認 識 手 段 の 中 で、 ど の よ うな列 挙 にお い て も最 初 に挙 げ られ 、 他 の全 て の認 識 手 段 の
根 底 に位 置 す る と考 え られ、 ま た、 ジ ャヤ ラー シ(若 くは、 これ に類 す る懐疑 論者 た ち)を 除
け ば イ ン ドの全 て の哲 学 者 た ち に よ って受 け入 れ られ て い る もの は、 直 接 知覚 で あ る。 正 しい
直 接 知 覚 無 しに は、 推 論 な ど と い った他 の正 しい認 識 手 段 は全 て 、 意 味 を もた ず、 無 効 に な っ
て しま う。 例 え ば、 煙 か ら火 を想 定 す る とい った単 純 な推 論 にお いて も、 も し粉 塵 を煙 と勘 違
い した時 に は ど うな るで あ ろ うか。 また何 らか の証 言 を正 し く聞 き取 らず に、 そ れ に基 づ い て
推 論 を始 め る場 合 は ど うで あ ろ うか。 真 理 性 が 、一 般 に直接 知 覚 を議 論 す る文 脈 の 中 で議 論 さ
れ て い るの は、 こ の よ うな 理 由 に基 づ く もので あ ろ う。 この点 に 関 して は、 ジ ャヤ ラー シ も例
に 漏 れ ず、 真 理 性 の 問 題 を 扱 って い る。(但 し彼 の場 合 、 ニ ヤ ー ヤ学 派 に従 って、 「真 理 性 」 に
当 た る語 で はな く、 「逸 脱 して いな い、 誤 って い な い こ と(α ひッαわん`磁漉 α)」 と い う語 を 用 い
て い る。 しか も、 全 て の認 識 手 段 に共 通 す る一 般 的 問題 と してで は な く、 特 に感 覚 器 官 に よ る
直接 知 覚 に 限 った 問題 と して この語 を用 いて い る。)こ の こ とか ら、 彼 は、 ニ ヤ ー ヤ学 派 の 推
論 の定 義 を論 駁 す る際 、 直 接 知 覚 の議 論 に触 れ、 も し彼 自身 が(こ れ に先立 っ章 で)論 じた如
く、 直 接 知 覚 の段 階 で 既 に正 しい認識 手 段 と して確 立 し得 な い とす れ ば 、 ニ ヤ ーヤ学 派 の推 論
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の定 義 は、 必 然 的 に、 適切 ではあ り得 な い、 と論 ず る。 雄dαうん動ε古α8ツ訪 ん動αん`αゆ砂 ひαんαω厩
「それ(直 接 知 覚[に 基 づ く認 識])が な い場 合 に は、 そ れ(推 論[に 基 づ く認 識])は な い。
[そ れ(推 論)は]そ れ(直 接 知 覚)を 前 提 とす るか ら」(70S,P.65)と 述 べ て、 彼 は・ 諸 学
派 の 直接 知 覚 を論 じた先 行 の章 を参 照 す る よ う指 示 して い る。
3.2認 識 手 段 と認 識 結 果 との 関係
3.2.1推 論 を正 しい認 識 手 段 とす る見 解 へ の反 論
ジ ャヤ ラ ー シ は、 正 しい認 識 の手 段 とそ の対 象 との間 の 相 互 依存 関係 に っ い て は 明言 して い
な い。 彼 は、 も し論 敵 た ち が正 しい認 識 手 段 に対 して 適 当 な定 義 を提 示 す る こ とが 出来 な け れ
ば、 彼 ら 自身 もそ れ らが有 効 で あ る と認 め る こ とはで きな いで あ ろ う と考 えて、議論 の矛先 を、
専 ら正 しい認 識 手 段 の定 義 に集 中 させ て い る。 そ こ で、 彼 は議 論 を 始 め る に あ た り、70Sの
冒頭 で次 の よ うに述 べ て い る:
α診んα んα孟んα卯`翻 πα8鶴`㍑ αぬcツ αごε:8αz嬬 興 α励 α几ゴん侃 卿 磁 πωツαびα8踊 几α肌,
磁 παπ`わ侃4ん α磁cαmεyα8亡 ん励,`αdα うんdび就 αy・々 sα 吻 αひαんdrα晦 αツα加α㎎ んαεん卿
[8ひαツαητθひα]_古 伽.α`ん α..πα うα_びッω αんδrαんんr加 ごε;翻 己伽 απε吻 お 亡`蜘ひツω αんδro
8んαζα(1αz↓cα8z↓んんお 診誌ひαひ)'αoαん己rα々 ,prαひαr甜α)ノあαひ)ノα々 .(7こ1S,p.1,1.15-19)
そ れ で は、 そ れ ら(地 ・水 ・火 ・風 の4元 素)は 何 故 存 在 しな い[と 言 え る]の か 。 そ れ
に は、[次 の 様 にコ 答 え られ る:計 る手 段(基 準 、 認 識 手 段)の 確立 は、 正 しい 定 義[如
何]に 懸 か って い る。 計 られ る対 象(認 識対 象)の 確 立 は、 計 る手 段(基 準 、 認 識 手 段)
[如 何]に 懸 か って い る。[従 って]そ れ(正 しい定 義)が 無 い の に、 両 者(認 識 手 段 と認
識 対 象 と)が 、 ど う して、 正 しい言 説(日 常 的活 動)の 対 象(対 象 領域)で あ りえ よ うか。
も し… …(認 識 手 段 無 しに)… … 言説 が な され る とす れ ば、 そ の場 合 に は、 ア ー トマ ンに
っ い て姿 形 が存 在 す る とい う言 説 や、 壺 な ど(享 受 され るべ き もの を容 れ た器)に つ い て
楽 しみ が存 在 す る とい う言 説 が 行 わ れ る こ とに な って しま う。
同 様 に、 ジ ャヤ ラー シの議 論 は、 す べ て 、認 識 の正 しい源 泉 に関 す る様 々 な、定 義 付 け を巡 っ
て 行 わ れ て い る。 彼 が 扱 う最 も重 要 な 問題 の一 っ は、 真 理 の判 断 基 準 と は ど うい う ものか 、 つ
ま り、 我 々 は ど の よ うに して 、 あ る認 識 が 正 しい か、 あ るい は、 誤 って い るか を知 る のか 、 と
い う問題 に あ る と思 わ れ る。 本 稿 で 扱 うジ ャヤ ラ ー シの ニ ヤ ー ヤ学 派 の 推 論 説 に対 す る論 駁
(p.64,L20一)は 、 同 学 派 の推 論 の定 義 を下敷 きに して始 ま る:
痂 ・卿 蜘 αんα膨 翻dん αmα 肱 磁 π佛 画 ・・ω α・・ん・5α臨 ・齢 吻 伽4椹 岬 ・α・(ニ ヤ ー
ヤ ス ー トラ ム砂己:yα8耽rα,1.1.5)
次 に、 そ れ(直 接 知 覚)を 前 提 と して 、三 極 の推 論 が あ る:先 行 す る事柄 を有 す る[推 論]
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(原 因 か ら結 果 を推 論 す る こと)、 後 に残 る事 柄 を 有 す る[推 論](結 果 か ら原 因 を推 論 す
る こ と)、 お よび、 共 通 性 に基 づ く[推 論]と で あ る。
ジ ャヤ ラ ー シ は ニ ヤ ー ヤ ス ー トラ に論 駁 して、 も し直 接 知 覚 が 推 論 の基 にな る と言 え るな らば、
推 論 は正 しい認 識手 段 で あ り得 な い、 とい う。 なぜ な ら、 彼 が 先 行 す る諸 章 で詳 細 に議論 した
よ うに(70B,pp。2-64)、 直接 知 覚 はそ もそ も正 しい認 識 手 段 と して 認 め られ な い か らで あ る。
彼 の 問題 提 起 は、 我 々 は如 何 に して あ る認 識 が 誤 りで な い と知 り得 るか、 とい う点 に集 約 さ
れ る。 そ の 為 の 判 断 基 準 と して、 彼 は3つ の宙能 性 を挙 げて い る:誤 りの無 い一連 の要 因 によ っ
て組 み立 て られ て い る こと、 阻 碍 す る要 素 の無 い事 、 因 果 関 係 が 十 分 に機 能 して い る こ と、 で
あ る。 認 識 を成 立 させ る要 因 に視 点 を設 定 して認 識 を定 義 す る こと は、 既 に ヴ ァイ シ ェ ー シ カ




正 しい知 識 に非 ざ る もの(「 無 明」)は 、 感 覚 器 官 の欠 陥 と組 立 て(記 憶 されて い る印象 像 、
設 計 図)の 欠 陥 とに 由来 す る。
そ れ は、 欠 陥 を も った認 識[の こ と]で あ る。
[正 しい]知 識 とは、 欠 陥 を持 た な い[認 識][の こ と]で あ る。
認 識 の定 義 と、 認 識 の正 誤 を決 定 す る基 準 との相 違 は、 前 者 が 認 識 と は何 で あ るか を言 うの に
対 して、 後 者 は、 認 識 が具 体 的 に起 こ る場 合 に適 用 さ れ る点 に あ る。 阻碍 され な い 原 因(の 複
合 体)か ら生 ず る、 とい う こと を、 真理 の判 断 基 準 と して 言 う場 合 に は、 推 論 に特 有 の 指 標
(んε鶴,伽8・α)と して考 え られ て い る こ と にな る。 「この認 識 は正 しい。 そ れ は 阻 碍 され な い原
因(の 複 合 体)に よ って生 み 出 され た もの だ か ら」 と言 う ことが で き る の と同 様 に、 「こ の認
識 は正 しい。 そ れ は阻 碍 され な いか ら」 と言 う こ とが で き る。 この二 つ の論 題 の 間 に は相 違 が
あ る。 た だ そ の相 違 は、 それ ぞれ が持 つ原 因 と結 果 との不 可 分 性(ひ:y⑳ 翻 「遍 充 、 周 延 」)の
あ り方 に あ る の で は な い。 前 者 の論 題 に お い て は、 理 由(ん ε古の の発 生 が結 果 か ら知 られ る わ
けで は な いが 、 後 者 の場 合 、 ひ とた び認 識 が阻 碍 され れ ば、 た ち ま ち にそ の こ とが経 験 さ れ る
と い う点 で 、 二 っ の論 題 は異 な って い る。 これ は ま さ に、 認 識 の定 義 と推 論 と の相 違 で あ る。
定 義 の場 合 に は、 定 義 され て い る事 柄 と定 義 を与 え る固有 性 との 間 に は不 変 の共 起 関 係 が あ る
が 、 だ か らと言 って、 あ る特 定 の(時 間 と場 所 に基 づ いて知 覚 され て い る)基 体 が 、 常 に同 じ
定 義 を与 え る固 有 性 を 持 っ か ど うか を言 う こと は出 来 な い。 ジ ャヤ ラー シは認 識 の定 義 に対 し
て異 議 を 唱 え て い る訳 で はな い。 た だ、 そ れ を真理 の判 断基 準 と して使 う こ とは 出来 な い と主
張 して い るの で あ る。
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彼 は7αS(p.2,1.8-14)に お いて 、 次 の 様 に説 明 を加 え る:
孟αの αの α4嘔 αん己rαんαSα伽 ん吻 盈加 ωθπαωyα∂んεC～レεωα椛;S伽 α 磁rα 亭珈 伽 αd嘔 磁
んθπ己ひα9α肌ツα亡θ～ηαprα 古ツαん興 α;π αツαηα廊 α励 εrαm謝 ツα磁 古.吻)ツ απ召肌伽 επα;
伽g翻 α・δ'・α・α9・効.π α几醐 ・肌 ωα痂 几α顧 ・8α膨 ・伽`ん ・嘔 ・・ツ・繭5ξ α吻
9・肌・卿;ツ ・の ωα競 ・・θ診・而 ・αツ・磁 畷 胤 診・・α磁 ρ・吻 ・伽 オ・。痂 ・α,ご・助 勿 ⑳
9μ几αdOS～瘡rαyα古ひe亡α伽 ε仇e伽 己ηe60sl瘡 α漉 δ幡 εひα磁`eμ ㎜ ッ～瞬ro瞬d琵 αξαう伽 加 面 α
iva.
も し、[あ る認 識 に]逸 脱 が な い と い うこ とが 、 欠 陥 を持 た な い一 連 の 作 用 因 子(事 由)
に よ って打 ち建 て られ う る とい う事 実 に よ って[確 立 され る]な らば、 ま さ し くそ の、 そ
れ ら作 用 因子(事 由)た ち が欠 陥 を持 って いな い とい うこ とは、何 れ[の 認 識手 段]に よ っ
て理 解 され るの か。 直接 知 覚 に よ って で は な い。 視 覚 器 官 な どの有 能 性 は、 感 覚 器 官[に
よ る把 握]を 超 え て い るか ら。 推 論 に よ って で もな い。 さ らに別 の徴 標(認 識 の正 当性 を
保 証 す る一 連 の理 由 が あ る一 方 で、 そ れ ら理 由 自体 も欠 陥 を 持 た な い とい う こ とを、 更 に
保 証 す る徴 標)は 理 解 され な い か ら。 ・(対 論 者:)そ れ(一 連 の理 由)か ら成 立 す る
この認 識 そ の もの が、 徴 標 と して そ れ(一 連 の 理 由)が 特 定 され る こ とを可 能 にす るで は
な い か 。(答:)も しそ うだ と した ら、 克 服 しが た い相互 依 存[と い う過 ち]に 繰 り.
返 し陥 って しま う。 そ の上 、 諸 感 覚 能 力 が 優 劣(優 れ て い る こ と と欠 陥 を持 っ こ と と)に
依存 して い る以 上 、 そ れ か ら生 ず る識 別 に欠 陥 が あ る疑 い は免 れ る こ とが な い。 丁 度 、 人
の[発 話]行 為 に よ って生 ぜ られ た言 葉 の識 別 の場 合(聞 き間違 い)と 同様 に。
ジ ャヤ ラ ー シ に依 れ ば、 最 初 の推 論 は 「この推 論 に よ る認 識 は真 で あ る。 欠 陥 の な い一 連 の理
由 に よ って 成 り立 つ か ら」 とな る。 次 に、 「これ らの理 由 は欠 陥 を持 た な い。 真 で あ る認 識 を
成 り立 たせ るか ら」 が 導 か れ る。(両 者 の)相 互 依 存 に基 づ く矛 盾 は明 らか で あ る。 例 え ば、
直 接 知 覚 が 推 論 の基 に な って い る とい う主 張 は、 「この推 論 に よ る認 識 は真 で あ る。 欠 陥 の な
い理 由、 即 ち正 しい直 接 知 覚 に よ って成 り立 っ か ら」、 及 び、 「この 直接知 覚 は欠 陥 を持 たな い。
正 しい認 識 を 成 り立 たせ て い るか ら」 と言 い換 え・られ る。 こ こで は、 直接 知覚 と推 論 の両者 は、
相 互 に依 存 し合 って お り、 も し直 接知 覚 が 間違 って いれ ば、 推 論 も正 しい はず はな い が、 真 偽
を保 証 す る手 段 が得 られ な い。 さ らに また、 あ らゆ る推 論 は正 しい直接 知 覚 を必 要 とす る こ と
に な るが 、 これ は事 実 上 、 保 証 され な い。
3.2.2障 碍 の欠 如 を前 提 とす る認 識 論 へ の反 論
次 に、 障 碍 とい う第 二 の 問題 に移 る。 ジ ャヤ ラー シは、 正 しい認 識 が 不 可 能 で あ る こ と を、
時 間、 空 間、 対 象 の性 質 な ど に関 わ る障碍(う 翻 んの の 存 在 か ら論 じる。 彼 は ニ ヤ ー ヤ学 派 の
推 論 に関 す る箇所(7US,P.65)に お いて、 推 論 が 多 くの 障 碍 ゆ え に 不 可 能 で あ る こ とを 論 じ
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て い るが 、 そ の際 、 推 論 の前提 と され て い る直 接 知 覚 にっ い て の議 論 を 参 照 す る よ う に言 う。
即 ち、p.2,1.15以 下 に述 べ る もの が そ れ で あ る:
α孟んαう翻 ん伽 珈 α靭 δ`ひ ッαδん磁r`ω α凋 π⑳ α乙θ;δ翻 ん伽 珈 飢 か 吻 π動 α8ツαん伽
ツα痂r`ん αg而 伽 θπα、dん080`励 翻 んαん(加伽o詐ρ翻 αんα磁rα んαひαεん吻 翻`6`8α 励 勧 α解
4ぞ8ツαむθ励 記 んα勧1痂 ・乙・記 αん面rα んαひαごん吻 翻 う己4ん己π吻 δ鋤,ツ α晦 磁rθ 肌αr`伽Cα ツε
ノ吻 痂 θ初 θう～励 伽 α8α脚 α伽 診ε,αうん廊 α4eξ伽8ε 砒 αsッαん己rαん・Pα吻 己むθ8吻 ㈱ α伽 オθ.
S己C・画 ⑳ α磁 π己8α脚 αオSαr翻漉配ω`ん吻eπ αSαゆ ツα孟ε,んαd面CCα ん己rαんαひα`んα」ツ珈 πα`びα
8α即 αの α亡ε.παcα`励 α厩 εαsッαッα痂r診 んα乙⑳ ραPαdツα古ε.
⑳ ・α,う翻 励 かαんα・・αう～認伽 励 んδ吻 θ4・ん・ん む・4・P・♂・わ4励 θ・α亡α古・α4わん伽Pα 励dん ・ん.
(TUS,p.2,1.15-24)
ま た、 も し、(対 論 者 の主 張:)障 碍 が生 じな い こと に よ って[認 識 が 事 実 か ら]逸 脱 し
て い な い こ とが識 られ る な らば:・(答:)[あ る]識 別 に障 碍 が 生 じな い と い う こ と
は、[そ の識 別 が]事 実 通 りの把 握 で あ る こ と に よ るの か、 そ れ と も、 障 碍 を も た らす も
の を認 識 可 能 にす る作 用 因 子(事 由)が 揃 って い な い こ と に基 づ い て な の か、 と我 々 は疑
問 を持 っ 。 障 碍 を もた らす もの を認 識 可 能 にす る作 用 因 子(事 由)が 揃 って い な い こ とに
基 づ い て、 障 碍 が 起 こ らな い場 合(事 実 と して は:障 碍 が認 識 され な い こ と)が 経 験 され
るか らで あ る、 遠 方 に あ る蟹気 楼 の塊 に対 して 、 水 が あ る とい う認 識 が 生 じて も、 障 碍
(と い う観 念)は 成 立 に至 らな い よ う に。 繰 り返 しそ の場 に い た こ と の あ る人 に は、 作 用
因子(事 由)が 出 現 しさえ す れ ば、[障 碍(と い う観 念 が)]成 り立 つ。 そ して そ れ(障 碍
とい う観 念)は 、 後 か ら(付 随 的 に)生 じて来 る場 合 に は、 一 年 な ど とい った時 間 の隔 た
りを伴 って生 ま れ て くる。 ま た時 に は、 作 用 因子(事 由)が 揃 って い な い こ と に基 づ き、
そ もそ も成 立 に至 ら無 い こ と もあ る。 そ して、 以 上[の 議 論]を も って 、 そ れ(識 別)が
事 実 に適 った もので あ る と結論 す る訳 に は行 か な い。
また、 障 碍 が な か った と して も、 そ れ だ けで は障 碍 が 本 当 にあ る こ とを知 ら しめ るに足
らな い。 そ れ(障 碍)が 本 当 に存 在 す る ことが 把 握 で き るの は、 そ れ(障 碍)が 把 握 さ れ
る こ と に由 るの で あ るか ら。
ジ ャヤ ラー シ は こ こで、 原 理 的 問題 の引 き起 こす実 際 的 困難 を 問題 と して い る。 も し障 碍 が
把 握 で きれ ば、 障碍 とい う もの が存 在 し、 ま た障碍 を被 って い る認 識 とい う ものが 偽 で あ る と
断定 で き る。 しか しな が ら、 障碍 が把 握 で きな くと も、 そ の こ とが 認 識 の真 で あ る ことを保 証
す るわ けで はな い。 何 故 な ら、 何 らか の 原 因 が欠 けて い るお か げで 、 障 碍 が な い と理 解 され る
場 合 を考 え れ ば、 障碍 そ の もの が認 識対 象 の位 置 に置 か れ て しま い、 それ に関 す る認 識 は確 定
で き な い こ とに な って、しま うか らで あ る。
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ジ ャ ヤ ラ ー シ は、 さ らに、 障碍 の欠 如 が正 しい認 識 を保 証 す る とい う別 の観 点 か らの見 解 を斥
け る。 彼 は障 碍 の 欠如 につ い て 、二 種 類 の解 釈 を考 察 す る。 一 っ は、 も しあ る対 象 の認 識 に関
して 、 全 て の人 々が 一 致 して 障 碍 の存 在 を見 出 さ な い場 合 に は、 そ の認 識 は正.し い とす る.見解
で あ る。 第 二 は.、 も し同 じ人 が 行 う異 な った諸 々 の認 識 に お いて 、 障碍 が認 め られな いな らば、
そ の 人 の 障 碍 の な い認 識 は正 しい と考 え て よ い、 とす る意 見 で あ る。 ジ ャヤ ラー シ は、 あ る対
象 につ いて 全 て の入 々 の考 えの 内 容 を 確認 す る こ とは全 知 者 で な い限 り不 可能 で あ る と し、 次
の よ うに反 論 す る:
α脚CCα う～励 ～加かαんαん んε漉Sαrひ 卿rμ 吻 θんSα画 ～洗・Sひあprα 伽 αご亡脚eんSα ツδ㍑ αの α漉
Sα脚 ρωrμ吻 θ細 ッユ_め α4ひかαん・Pッα._[8α]r吻 π⑳8ッ ψ.う んαひα磁 π伽 α8αrびθSαr吻 π⑳
ん040亭 α々 9α8αrひ6ワηαひ)'αひαん励あうん乙り媒)rα8αん9α々 .(7乙1S,P.2,L25-28)
また、[こ れ と は]別 に、 障 碍 が無 い とい う こ とは、 全 て の人 々 を前 提 と して[成 り立 っ]
の か、 そ れ と も、[認 識 者]当 人 だ けを前 提 と して か。 も しそれ が 全 て の 人 々 を前 提 と し
て … …、 そ れ が無 い とい う こ と も… … 、[そ れ な らば、 全 て の 人 が]全 知 とい ケ こ と に な
ろ う。 一(対 論 者:)全 て の人 が 全 知 で構 わ な い。 何 の不 都 合 が あ るのか。一(笹:)
全知 で はな い[人 々]と い う.言説 が不 成 立 にな る と い う誤 りが付 随 す る。
同様 に して、 彼 は推 論 に つ い て論 じる所 で も、次 の よ う に議 論 を進 め る:
αオんα 曲 【～…伽 ε幡 古・Pαπ加～比り αむ吻 脚 α励4ん か4ぞ 晦 古α伽Pα 励4ん か`ゆPμ παr4幅 耐 んα、
郎 μ πψ 伽 α脚 θ8α吻 ～漉 几αノ～翻 砒 伽 レαん膿 わん～漉rゆ αzαわdんlrα8古乙んεπαπα ゆ αzαうんツαむθρ
ん枷,んε頑 ρ4動08αr吻 π～比rう励 ㍑ αの α4読 θ吻 ガπOPα励 んツαオθ,伽 α孟α磁`α8ツ α
sひα⑫ αんんα醐 α蘭 εαdαッμん伽,d磁[ひ α]rα几～漁`鷹 肋Pα 吻 ～漉8α 亡り α伽1んθ伽 αrめんαm
几αPαsyα 吻 卿repαSツ απめツ∫ω卿Sα む`Sαゆ 診e伽 α脚e亡 α肌 飢 んαmeんeπ ・PαZαbんαπ亡ε
απツθ冶μ砺ραご媒)sこyαπ孟α`古`.(7こノS,P.68,1.14-21)
次 に、 遠 くに あ る、 な どの条 件 の発 現 が あ る場 合 、[一 度 は]把 握 され な い こ どが 経 験 さ
れ た[同 じ]対 象 につ い て、 今 度 は把 握 が経 験 さ れ る こ と もあ る。 しか し、 この場 合 に も、
[対 象 の]消 滅 が 起 これ ば 、 煙 や壺 な どの把 握 は、 いず れ にせ よ、 存 在 しな い。 一(対
論 者:)誰 が把 握 しな い の か。 普 通 の 人(誰 彼 で も)が か 、 そ れ と も、一 切 を認 識 す る能
力 を備 え た者 た ち が か。 も し、 普 通 の 人 が把 握 しない のな らば、 その場 合 には、 それ に よ っ
て、 そ の人 の本 性 が否 定 さ れ る[だ けで あ る]。 一(答:)そ れ は不 合 理 で あ る。 遠 くに
あ る、 覆 い が あ る、 等 の条 件 の発 現 が あ る場 合 に は、 あ る人 々 は当 の対 象 を知 覚 しな い の
に、 他 の人 々 は知 覚 す る[と い う]様 に、 も しそ うで あ る(把 握 者 の欠 陥 に よ る)の な ら
ば、[対 象 の]消 滅 が 起 こ っ た場 合 に つ い て も、 当 の対 象 を あ る人 々 が 把 握 しな い[だ け
で]、 他 の人 々 は把 握 す る で あ ろ う、 と[い う こ とに な る]。
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り 　
α診んα8αr吻 励rわ んか πOPα励 んッα診θ,・勉 脚 磁2"θ 診α4α肥 わんω α醜 α励8αroθ ノ画 癬 αん",'ηα
而 πα肌 αSホ`,PαrαC`亡㈱ ぞ古伽 ⑳ 伽 απひαッα乙ひd`う磁44肋 α`C切 αSッαCα ゆ 卿 αホ嫁(πS,
p.68,1.22-24)
次 に、 も し一 切 を認 識 す る能 力 を 備 え た者 た ち が把 握 しな い と した ら、推 論 とは何 なの か。
識 別 す る者 た ち は皆 、 この[推 論 の]能 力 を欠 いて い る[と い うこ と にな る]。(認 識 ・判
断 の)基 準 は存 在 しな い。 他人[の 間 で]意 識 の有 り様 は一 致 し難 い し、 判 断能 力 は多種
多 様 で あ る[と 考 え るの が]妥 当 だ か ら。
dんひαη圏θsαあα彫 ρα励dん`ん ん伽 吻 α翻 θsα磁zε,8αrひα疏 ひ己㍑ αの α読 吻 α`αdθ8α鰯e
α彫 ρα励4漉 ノ診αd伽 α8α診吻 α8α鵬o'ひ α9αηzッαオθ,8娚 んα8翻んッα吻 己oα わ044んω ッ乙ん.αオんα
8αrびα4θ8α観 θπ・PαZα吻 α亡e∫古α面 ツ癩 αm,π α吻 伽 αん卿 脚 ・認 わ`ノαmα8乙`,π αCα う`ノαm
απ孟αrθπ(Σbんツゆ α9αητo:yωん乙αん,(7こ疋3,P.68,L25一 .P.69,1.2)
[対 象 の]消 滅 が あ る と した ら、把 握 が起 こ らな い の は限 定 され た 場 所 と時 間 と にお い て
な の か、 そ れ と もいっ で もな のか。 そ の 際、 も し限 定 され た場所 と時 間 とに お い て把 握 が
起 こ らな い と した ら、 その 場 合、 存 在 の消 失 は、 理 解 され 得 な い。[諸 々の対象 は](既 に)
証 明済 み の もの と(こ れ か ら)証 明 さ れ る べ き もの と の関 係(時 間 的前 後 関係)が あ って
[初 め て]諒 解 され得 る(の だ か ら)。.一 次 に、 あ らゆ る場 所 と時 間 とに お い て把 握 が な
さ れ な い と した ら、 それ は不 合 理 で あ る。 何 らの限 定 す る種 子 もな い(こ と に な る)。 そ
して、 種 子 が無 け れ ば、[何 か]を 容 認 す る こ と は不 合理 で あ る。
3.2.3ニ ヤ ー ヤ学 派 の主 張 す る因 果 関係 の 問題 点
次 に、 ジ ャヤ ラー シは原 因(推 論 の理 由)の 有 効 性 、 な い し、 機 能 につ いて の ニ ヤ ーヤ学 派
の根 拠 に論 駁 す る。 ニ ヤ ー ヤ ・バ ー シ ャに は次 の よ うに あ る:
prαm伽 伽'r伽prα 伽 α古古αゆrα ひ戯8伽 乙αr吻 記 αr亡んαひαホprα肌⑳ α肌・prα肌己弓α椛 α腕rθ 亭α
π醗 ん曜 α伽 α古吻,几 醜 ん¢prα⑳ α古伽 傭 αrθ亭αprω 碑s碗 αr吻 α肌・prα滋 脚 αんんαzひ
αツα吻 η磁'肋 α肌 μρα励 んッα古α肌 αrごんα1παbん乏psαホ`擁～沁α古`ひ動 α8ッεp吻`んお ⑳rαツ擁 古αsツα
8α〃z`ん⑳rαorむ 孟か 勿 μoyαごθ.8己1παr吻 α17zp鵬 αrαsy畝 ρんα♂θπ己'うんご8αητδαπ砒 αん.
正 しい認 識 の手 段 は、正 し く機 能 す る もの と見 な され るべ きで あ る。 何 故 な ら、 あ る もの
が 正 しい認 識 手 段 に よ って知 られ る時 に のみ、 そ れ は効 果 的且 っ 効 率 的 努 力 を もた らす こ
とが 出 来 る のだ か ら。 実 際如 何 な る もの も、正 しい認 識 手 段 を用 い ず に知 られ る こ とは な
い 。 ま た効 果 的 努 力 も、 もの が知 られ て い る時 以外 に生 じる こ とは な い。 とい うの も、 行
為者 が正 しい認 識 手 段 に よ って もの を認 識 した 時 にの み、 彼 は そ れ を得 た い とか 、 手 放 し
た い とか 望 む もの だ か ら。 そ して、 この認 識 され た もの を得 た い とか、 手 放 した い とか の
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願 望 に促 され て行 為 者 が行 う試 み は、r努 力 』 と呼 ば れ る もの で あ る。 そ して この 努 力 が
結 果 に結 び付 く時 は、 これ は 『効 果 的』 と言 わ れ る。 っ ま り、 そ の もの を得 た い とか、 手
放 した い とか望 ん で努 力 す る人 が、 この努 力 に よ り実 際 に それ を 得 た り、 手 放 した りす る
こ とに な れ ば、 彼 の努 力 は効 果 的 とな るの で あ る。
(Gahg舳 翫haJh乱1>ン の αs冴〃α80/G!α 碗α肌α,vol.1,p.1f.の 解 釈 に よ る)
ジ ャヤ ラー シは、 ニ ヤ ー ヤ学 派 示 識 別 の 原 因(理 由)と 結 果(結 論)と の 間 に想 定 す る関係
に反 論 しつ っ、 結 論 は理 由 の有 効 性 に左 右 され る と言 う:
記・カεんθ碩ρんαzα8α勅 侃d励 α4んδrα4α脚 ・P¢ραの α齢 吻 πか4ραoαr記αんδrα4αgrαんαψ παル
オαrαηzg吻 α孟θ磁rツ α肌,δん・sひ`伽ραoαrご6αん易脚 αgrαんαψ π傭 αrα肌3ツ α読 几かゆ αcαr訪αんδr一
αηαgrαんα滋 πα舵αrαηzgrんツα`εデごαdαツぬ αm,s齢 αgry己 α伽 謝 ツαεびεπαsαηπノθゴαπ⑳09δ ホ.
α古んαμPαcα漉 αんδrα磁 ηα磁 吻 αんαホoθπα6α48rん ツαεθ亡θηα古α8ツα雄Pん αzαm∫翻 αツ醐 α肌,
㎎)αoαr記α8)ノαん己rα亭α加αηzθoαπαひ`(ち'α乙θんαオんαητむα孟pんαZα`dz移ッδあ.(7乙E,p.70,L7-13)
αオんααπひαツαびツα孟かεんαツμん乙αsツαツα8ツα画rひ α屈 αわんd伽 α嘔 α瓶 脚 α嘔 αdαs亡ε,
4んrμ励 ん翻 磁ryα4αrsα πδ亡.侃ひαツ鰐 α``reんαsαb伽 αん流 αbん痂 加`e2ん 伽 んdrα序α醜,
απツα4ひ己㍑ αの α読 勉rαηα〃ぢ 孟α疏 παん枷 翻 わ記 んッαむθ盈rα 滋 々ηα鰐 動 α罐 δrαηα肌.α孟んα
αηツα乙観 ∫几αブ翻 肌αん観π磁d癬 παcαP伽 φ αrαわん動αん8翅 んo'〃 αノ磁 πα椛 απ亡αrθπα.
海 ・α卿 π伽 α加 ・吻 ・αん・εPαππα・,砂 吻 ・励 ん伽 ゆ… α・・己,侃 即 ・・πα・磁(7α3,
p.70,1.19-25)
同 じ理 由 に よ って、 原 因(理 由)と 結 果(結 論)と の 関係 を確 認 す るこ とも不可 能 で あ る。
結論 は補 佐 要 素 を伴 わ な い理 由 の把 握 に引 き続 いて把 握 され るの か、 そ れ と も、 補 佐 要 素
を伴 った理 由 の把 握 に引 き続 い て か。 も し補 佐要 素 を伴 わ な い理 由 に 引 き続 い て把 握 され
るな らば 、 そ れ は不 合理 で あ る。(理 由 の)総 体 を網 羅 す る こ とは、 感 覚 能 力 を超 え て い
るの で 、 完全 な 知 覚 は不 可 能 で あ るか ら。 ま た、 も し補 佐 要 素 を伴 った理 由 の把 握 に引 き
続 き起 こ る と い うあ り方 で そ れ が把 握 さ れ、 それ が そ れ に よ って そ れ と して結 論 さ れ る な
らば 、 そ れ[も]不 合理 で あ る。 補 佐 さ れ た もの が理 由 で あ る こ と はあ り得 な い。 ど う し
て そ の よ うな ものが 結 論 へ と至 り[得 よ う]か 。
ま た、 も し、 肯 定 的 また 否 定 的 な共 存 関係 を備 え た あ る事 柄 が、 以 前 か ら存 在 して い る
もので あ る場 合 、 持 続 状 態 を 有 す る結 論 が経 験 され.るか ら、 そ の事 柄 が そ の理 由 と して存
在 す る[と い う]な らば:[肯 定 的共 存 関係]と[否 定 的排 除 関 係]と い う言 葉 によ って
何 が表 示 され る の か。 理 由か 、 それ と も、 別 物 か 。 そ の際 、 も し理 由 で あ るな らば、.そ れ 「
な ら、 どん な もの で も理 由 と い う本性 に関 して排 除 され る こ と はな い。[な ん で あ れ コ そ
れ は理 由[と な る]。 また、 も し何 か別 の もの で あ るな ら、 そ れが 何 で あ る か 、 我 々 に は
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理解で きな い。 また、 この場合、[両 者 の]前 後関係 は、認識作用無 しには確 定で きな い。
認識作用が無 けれ ば、[そ の何か と結論 との]両 者 が一緒 に生 じるのか、 それ と も前 後関
係 と して生 じるのか、 あ るい は、両者 と も生 じな いのか、私 は判 断で きない。
認 識 を確実 にす る為 には、理 由 自体 が完全 に有効なだ けで は不十分 であ る。理 由が結論 を導
くプロセ スと、 それ に関与 す る全 ての因子の一っ一 つが確実 でなければな らない。 その確認 の
たあ には、認識 に関与 す る理 由、補助因、条件 とで も名付 け られ るべ き諸項 と、 それ らの相互
関係 が、逆 に、証 明 され るべ き対象 として吟味の対象 とされ、 か くして、一種の不可知論的懐
疑論 が提 出 されてい る。
4結 論
ジ ャヤ ラー シの論 旨を集 約 す る と、 真 理 の判 断基 準 とは何 で あ るか と い う問 いに な る。 そ の
た め の条 件 を ま とめ る と;
(3.2,D誤 りの無 い原 因(理 由)
(3.2.2)障 碍(正 しい判 断 を阻 碍 す る要 因)の 無 い こ と
(3.2.3)原 因(理 由)の 有 効 性
の 各 項 で あ る。 この議 論 を通 して、 ジ ャヤ ラー シは、 推 論 は正 しい認 識 手 段 で は有 り得 な い と
い う論 証 に努 めて い る。 根 本 的 な論 難 は、 推 論 が直 接 知 覚 を前 提 とす る、 とい うニ ヤ ー ヤ学 派
(お よ び、 一 般)に 認 め られて い る公 式 に向 け られ て い る。 さ らに、 正 し い推 論 に必 要 な 、 理
由 と な る事 柄 な い し事 物 と、 結論 と して述 語 さ れ る事 項 との 間 に 想 定 さ れ る不 変 の共 起 関 係
(αη'ひα:yα)は 直 接 知 覚 に よ って は、 確立 で きな い と論 じて い る。 その 際 、全 事 象 の 確 認 が 不 可
能 で あ る こ と、 知 覚 に介在 す る障碍 と して 働 く要 因 を巡 る難 題 な ど を主 た る論 拠 と して い る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 は、 懐 疑論 者Jayar6ξi(ジ ャヤ ラー シ)の 著Tattvopaplavasi貢1ha『 タ ッ トヴ ァ ・ウ
パ プ ラヴ ァ ・ス ィ ンハ:諸 理論 を押 し流 す(掃 蕩 す る)獅 子 』 の 中、 ニ ヤ ー ヤ学 派(イ ン ド論
理 学 派)が 主 張 す る推 理 の正 当性 に関 す る理 論(tattva)を 批 判 した部 分 を翻 訳 、 検 討 した も
の で あ る。Introduction(49頁);原 文 と翻 訳、並 びに、 注(104頁);論 題 を整理 したSynopsis
(5頁)、Bibliography等(5頁)、 計169頁(1頁35-37行)か らな る。
イ ン ド思 想 史 の展 開 に は、 懐 疑 論 者 ・唯 物論 者 と総 括 され る人 々 の主 張 が 一 っ の伏 流 を な し
て お り、 彼 らの主 張 の 断 片 は、 仏 教 、 ジ ャイ ナ教 、 イ ン ド正 統 諸 学 派 の論 書 の処 々 に、 想 定 対
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論 者 の説 と して引 用 さ れ て い る6か れ らの果 た した認 識 論 ・論 理 学 の発 展 へ の寄 与 に は無 視 で
き な い もの が あ り、 就 中、 中 観 派 を は じめ とす る仏 教 論 理 学 者 達 の 理論 の精 密 化 との関 連 につ
い て は、 研 究 さ れ る よ うに な っ て きて い る。 しか し、 これ らの思 想 的 流 れ に立 っ哲 学 者 自身 が
著 した著 作 と して は、1926年 に発 見 さ れ 、1940年 に 出版 さ れ たTattvopaplavasilhha(以 下:
TUS)が 現 存 す る唯 一 の もの で あ る。 出版 以 来 注 目 さ れ、 その 解 明 が待 た れ て い るが、 難 解 さ
に は独 特 の ものが あ り、 主 題 と して これ を論 じた もの に は、 僅 か に、EliFrancoに よ る直 接 知
覚 に関 す る部 分 の研 究(1987)が あ るの み で あ る。 本 論 文 の筆 者 はFrancoの 扱 っ た部 分 に続
く推 論 に関 す る章 を取 り上 げ、 その 中 で も、 この種 の主 題 を専 門 とす るニ ヤ ー ヤ学 説 批 判 を吟
味 した。
Introductionに は、 関連 す る諸 問 題 の概 観 に止 ま らず、 筆 者 の検 討 結 果 の 主 た る もの が提 示
され て い る。 ジ ャ ヤ ラー シの年 代論 に っ い て は(p.5-9)、TUSの 校訂 出版 者Sanghavi、Parikh
とFrancoの 論 述 の検 討 を中 心 に、 今 日 まで の諸 見 解 が 概 ね 網 羅 され て い る。 筆 者 自身 は8世
紀 か ら9世 紀 は じめ を年 頭 に置 いて い る(p.9)。TUSが 仏 教論 理 学者Dharmakirti(法 称 、7
c.)に 論 駁 す ることは明 らかであ るが、 問 題 は、 依然 と して、Sδntarak學ita(8c.)、Kamala61塙
(8c.後 半)、Dharmottara(8c.後 半 頃)、 そ して 、Jainaの 論 理 学 者Akalahka(8c.)と の
関 係 を ど う考 え るか で あ ろ う。 本論 文 の主 題 に直 接 関 わ る ニヤ ーヤ学 派 に は、 この時 代 の資 料
は少 な く、 積 極 的 な結 論 は期 待 で きな い。AkalahkaがTUSを 知 っ て い た可 能 性 につ い て は、
原 本 が 伝 わ らずAnantavIrya(11c.末)の 注 を介 して 知 られ る と して も、 立 ち 入 った 判 断 が
あ った ほ うが 良 か っ たか も しれ な い。JayantaのNy的amaHjarf(841年 説 と976年 説 とが あ る)
との 平 行 事 項 と して 、 「コ コヤ シ島 の住 民 」(語 自体 はPra§astapada、6c.に 遡 る)の 議 論 の
指 摘 は注 目 され て よ い(p.8,p.100f.)。 同 書 は生 井 智 紹 『輪 廻 の論 証 』(1996)が 輯 侠 した懐 疑
論 者 、 唯 物 論 者 た ち の言 説 の大 き な源泉 で もあ り、 これ らの人 々 と ジ ャヤ ラー シ との 関係 を考
え る上 で 、 今 後 問 題 とな ろ う。
著 者 ジ ャヤ ラー シ と、 一 般 に 唯 物 論 者 ・懐 疑 論 者 と総 括 さ れ る、Lok的ata、B註haspatya
(Brhaspati派 の 人 々)、C翫 幅kaな ど とよ ばれ る論 者 た ち との 関 係 を ど う考 え るか は、 イ ン ド
思 想 史 の展 開 を 理 解 す る上 で 重要 で あ るが、 これ まで、 全 体 的 印象 に基 づ く見 解 が 主 張 され て
きた に過 ぎな い。 ヴ ェ ー ダ文 献 や六 師外 道 と よば れ る仏 教 興 起 時 代 の 自 由思 想 家 た ちの説 に安
易 に結 び付 け る言 説 も多 か った。 本 論 文 の筆 者 は、 これ まで の諸見解 を紹 介 し、提 出 され た個 々
の 論 拠 を吟 味 して い る(P.9-32)。 特 に彼 らの 「精 神 活動 は物 質 か ら生 じる に過 ぎ な い」 とい
う主 張(Deh飢mavada)を 巡 って は印度 学 宗 教 学会 『論 集 』 に発 表 した 論 文 を下 敷 き に検 討
を 加 えて い る。 具 体 的証 拠 を 提 出 す る こ とはで き な か っ た が 、TUSが 現 実 の 論 争 史 の 中 で 著
され た、 高 度 に論 理化 され た書 で あ る こ とは明 瞭 に示 され て い る。 筆 者 の慎 重 な 見 解 を敢 え て
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読 み 解 けば:ジ ャヤ ラ ー シ は失 わ れ た 恥haspatis亘traに 代 表 され るよ うなCarvaka、Lokayata
と よ ばれ る 「学 派 」 か ら出 発 しな が ら も、 そ の類 稀 な 鋭 い論 理 の貫 徹 に よ って 直 説 知 覚 に関 す
る共 通 理 解 さえ も否定 し、 学 派 を超 え て突 出す るにいた った徹 底 的懐 疑 論 者 で あ る;他 書 に言 わ
れ るTattvopaplavavadinは このTUS、 お よ び、 そ の流 れ を 引 き継 ぐ論 者(た ち)で あ る、 と
言 う こ と にな ろ う。 本論 か ら判 断 して、 大 きな 蓋 然 性 を持 っ と判 断 さ れ る。
本論 は、 ニ ヤ ー ヤ学 派 の 主 張 を否 認 す る ジ ャヤ ラ ー シの難 解 な テ キ ス トを翻 訳 し、 註 解 して
い る。 主 題 は:1.ニ ヤ ーヤ学 派 の推 論 の定 義 の批 判 、 前 提 とな る直 接 知 覚 の 否 定 、事 物 間 の
必 然 的 随 伴 関 係 の否 定;2.「 火 」 の結 果 と して の 「煙 」 の否 定;3.「 矛 盾 す る事 柄 の 否 定 」
に 基 づ い た 「煙 」 の 認 識 の批 判 、 「矛盾 」 の分 類 とそ の それ ぞ れ の場 合 の批 判;4.「 理 由」 と
「結 論 」 との 間 の必 然 的関 係 の批 判 で あ る。 「正 しい認 識 」 の不 可 能 な こ とを 徹 底 して 主 張 し、
ニ ヤ ー ヤ学 派 の理 論 を 否定 し 「押 し流 す 」。 背 景 に あ る論 争 の実 態 につ い て 我 々 は殆 ど 手 掛 か
りを 持 た な い。 考 え られ る場 合 を列 挙 して 、短 い不 親 切 な表 現 で 展 開 され る議論 はそ れ だ け に
難 解 で あ る。 これ まで に、 紹介 的 な英 訳 と、 これ に基 づ く邦 訳 とが な され た こ と は あ るが、 本
論 文 の筆 者 は全 く独 自 に、 正 面 か ら原 点 に取 り組 ん で い る。 姐 上 に上 げ られ て い るニ ヤ ー ヤ学
派 の論 を、 で き る限 り原点 に証 すべ く努 めて い るが、 ジ ャヤ ラー シ に先 行 す る論 書 か らは殆 ど
典 拠 が確 認 で きな い。TUS全 体 を通 じて、 選 考 す る仏 教 学 者Dharmakirtiへ の 論 駁 は 明 らか
で あ るが、 そ れ 以 外 に は、 同時 代 と も考 え られ る仏 教 、 ジ ャイ ナ の論理 学 者 た ち、 後 に続 く時
代 の ジ ャイ ナ、 ニ ヤ ー ヤ等 の学 者 の論 書、 綱 要 書 の類 に関連 が求 め られ る。論 書 の少 な いニヤ ー
ヤ学 派 初 期 の 展 開 を跡 付 け る こ とは、 む しろ、 本 論 文 に よ って 開 か れ る、 今 後 の ニ ヤ ー ヤ研 究
者 に課 せ られ た課 題 で あ ろ う。
この難 解 な書 の以 下 の章 も、 本 論文 が提 示 した よ うな、着 実 な方 法 で吟 味 に懸 け られ、 将 来
「解読 」 され て ゆ くこ とを期 待 した い。 努 力 を多 と し、 着 実 な 一 歩 が 進 め られ た こ と を 喜 び 、
博 士(文 学)の 学 位 に十 分 値 す る もの と認 定 す る。
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